
Japan Welding Society

NII-Electronic Library Service

Japan 　Weldlng 　SOOIety

509　 γ 系ス テ ン レ ス 鋼溶接金属 の 耐孔食性 に 及 ぼす

　　　　　　　　　　　δ フ ェ ラ イ ト形態 の 影響

　　　　
一 Cr − Ni 系ス テ ン レ ス鋼 溶接金属の 組織学 的研 究 （第 11報）　 一

　　　　　　　　　　 新 日本製 鐵 （株）　鉄鋼研 究所 　　　　○井上 　裕 滋 、　 大北　茂

　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　 藤　 　雅雄

　　　　 Effect　of 　Ferrite　Morphology　on　Pitting　Corrosion　Resistance
　　 　　 　　 　　 　 in　Austenitic　Stainless　Steel　 WeId　Metais

　　 −　Microstructures　of 　Cr−Ni　Stanless　Steel　Weld　Metals　（Report　lO）　−

　　　　　　　 by　Hiroshige　Inoue，　Shigeru　Ohkita　 and 　Masao　Fuji

塵

　前報 にお い て 、 FA モ
ー

ドで 凝 固す る γ 系 ス テ ン レ ス 鋼溶 接金属 の 低温 靱性 は δ形態の

影響 を受 け、 δ の 形 態 をバ ミ キ ュ ラ
ー主体か ら レ ーシ ーの 比 率を増 加 させ る こ とで 向上 す

る こ と を示 した 。 そ こ で 本報 で は 、ス テ ン レ ス 鋼 に お ける もう ・
つ の 重 要な特性で あ る 耐

食性 に 及ぼ す δ形態 の 影響 に つ い て 調 査 を行 っ た。

2 　 　 試 　 　お よび 実験方 法

　 供試材 料 は 、Table　 1に示 す よ うに、　 Cr量 をほ ぼ 18％一定 と し 、
　 Ni量 を変化 させ て 凝 悶モ

ー ドお よび δ量 を変 化 させた γ 系 ス テ ン レ ス 鋼 で あ り、 溶接方法は前報 と同様に TIG メ

ル トラ ン 溶接で 、 鋼板の 両面か ら シ ン グ ル ビ ー
ドをお い た 。 耐孔 食性 評価 に は 、塩化 第二

鉄腐食試験 を採用 し 、 孔食密度の 測定に あた っ て は 、 孔 食試 験後の 試験片 を 1000倍 の SE

M で 任意の 56視野 を観察 して 、 孔 食数 を測定 した 。

p a
　腐食速度 を各試験片 の δ 量で 整理 した結 果 をFig．1に 示 す 。

　 FA モ ー ドで 凝 固す る溶接

金 属で は 、 溶接方向の 如何 に 関わ らず 、 δ量 の 増加 に伴 っ て 腐食速度 は著 しく増 加 して い

る が 、 F モ
ー

ドで は 、腐食速 度 は 急激 に 低 下 して い る 。

一
方 、 δ量 が ほぼ同 じ場 合、溶接

方向に よ り耐孔食性 に 差が 認め られ 、二 層 目 を
一

層 目の 逆方 向 （Reverse）に 溶接 した場

合の 方が 、

一
層 目 と同

一
方向 （NormaD に溶接 した場 合 よ り腐食速度 は小 さくな っ て い る 。

とこ ろ で 、こ れ ら の 腐食形態 は 、す べ て 孔 食で あ り、Fig．2に示 す よ う にそ れ ら孔 食の 発

生 起点の 大部 分 は δ／ γ 界面で あ っ た 。 そ こ で 、孔食発生起 点 をバ ミキ ュ ラ
ー

δ／ γ 界面、

レ ーシ ー （ア シ キ ュ ラ
ー） δ／ γ 界面 お よ び γ 粒 内 に分 類 した場合 に つ い て 、 溶接方向を

変 えて 溶接 した溶接 金 属 中の 単位 面 積 当 た りの 孔食 数 をFig．3に 示す 。
　 FA モ ー

ドで は 、

バ ミ キ ュ ラ
ー

δと γ の 界面 に孔食 発生起 点 は集 中 して お り、レ ー
シ
ー

δ と γ の 界面で の 孔

食発 生 数 は僅 か で あ る 。 さ らに 、前報 で 示 した通 りFA モ ー ドで 凝 固す る溶接 金 属で は、

二 層目 を一
層 目の 逆方向 （Reverse）に 溶接 した場 合 の 方が 、レ

ー
シ

ー
δ は 多 く生 成 され

て い る に も関 わ らず 、 Fig．3で は レ
ー

シ
ー

δ ／ γ 界面で の 孔 食発生 数 は ほ とん ど変 化せ ず、

バ ミ キ ュ ラ
ー

δ／ γ 界面 で の 孔食発生 数の み が 減少 して い る 。 こ の こ とは 、溶接方向 を逆

方 向 （Reverse ） に変え て も、全 δ量 に 変化は ほ とん どな い た め 、
レー

シ
ー

δ が 増加 した

分 だ けバ ミキ ュ ラ ー δ が 減 少 した こ と に 対 応 して い る と考え られ る 。 す なわ ち、バ ミ キ ュ
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ラ
ー

δ は 、 γ とは特定の 結晶方位 関係

を持たず、整合性が 良 くな い ため 、バ

ミ キ ュ ラ
ー

δ／ γ 界 面の 界面 エ ネル ギ

ー
は 高 く、Cr炭化物が 析出 し易 い

。 し

たが っ て 、バ ミ キ ュ ラ
ー

δ ／ γ 界面が

孔食発生 起点 とな る 結果 、バ ミキ ュ ラ

ー
δ量 の 増加 が 、溶接金 属の 耐孔 食性

を劣化 させ る もの と考え られ る 。 　
・
方、

レ
ー

シ
ー

δ は 、 γ とは K − S 関係が 成

立 して い る た め 、レ
ー

シ
ー

δ／ γ 界面

の 界面 エ ネ ル ギ
ー

は低 い
。 したが っ て 、

Cr炭化物の 析出が 抑制さ れ る た め に 、

孔食発生 起点 に な りに くい と考え ら れ

る 。 以 上 の 結果 よ り、 FA モ
ー

ドの 1司

じ成 分系 で あ っ て も、 レ ーシ ー
δの 生

成量 を増 加 させ る こ と に よ り耐孔 食性

の 改 善 を図れる こ とが判明 した 。
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（b）
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